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令和５年度 外国語教育

「話すこと」の問題
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令和5年度、4年ぶりに中学校英語の全国学力・学習状況調査が実施されました。調査問題は、学習指導要領において示
された、外国語の指導を通して育成する資質・能力を踏まえて、作成されています。以下は、「話すこと」と「書くこと」の問題
です。どのような力の育成が求められているか考えてみましょう。

英語発信力育成事業
第１回研究推進委員会

「書くこと」の問題

【問題の趣旨】
社会的な話題に関して聞いたことについて、
考えとその理由を話すことができるかどうか
をみる。

〇説明を聞いて、考えとその理由を話すことがで
きるようになるために、

・社会的な話題に関して聞いて分かった情報を活
用し、自分なりの意見や考えを他者と交流する
学習活動を行う。

・既習の表現などを駆使し、自分自身の考えや気
持ちを理由などとともに伝える学習活動を行う。

（参考資料）令和５年度全国学力・学習状況調査解説資料

【問題の趣旨】
日常的な話題について、事実や自分の考えな
どを整理し、まとまりのある文章を書くこと
ができるかどうかをみる

〇まとまりのある文章を書くことができるように
なるために、

・「導入－本論－結論」や「主張－根拠や具体－
主題の言い換えや要約」など、文章構成の特徴
を意識して全体として一貫性のある文章を書く
学習活動を行う。

・よりよく読み手に伝わるよう意識しながら、自
分の言いたいことに最もふさわしい表現形式を
普段から繰り返し活用する学習活動を行う。

（参考資料）令和５年度全国学力・学習状況調査解説資料

このような力を育成するには、小学校で学んだ経験を生かし中学校においても継続して言語活動に取り組むこ
とが必要です。そこで、英語発信力育成事業を実施し、小中学校の連携について研究を進めます。
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英語発信力育成事業

研究テーマを軸にした取組を実践し、公開授業と研究会を実施します。
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【巽徹教授からの指導助言】
・小学校では「音声と意味」がつながっている児童は多いが、「音声と文字」「文字と意味」のつなが
りは希薄である場合が多い。小学校の段階で単語を読む程度の活動を入れることで、読むことへの
ハードルを下げることができる。小学校では、「話す」「聞く」に加えて「ちょっとだけ読む活動」
を取り入れることも大切である。

・新滋賀県モデルCAN－DOリストは、円滑な連携を図るための指針としてよくできているものなので、
普段から活用してほしい。

・中学校では文法を中心とした活動が増えてしまう。文法は大事ではあるが、それだけに偏ることのな
いようにするとよい。そのため、小中の円滑な接続を考えるのは重要なことある。

【推進委員から】
（小）中学校入学までに必要な力はどのようなものかを知っておきたい。
（中）小学校で多くの表現にふれているため、中学校入学時には多くの単語を知っていることに驚いた。
（中）小学校で慣れ親しみ、話すことができる英語表現を中間テストの「書くこと」の記述問題として

出題すると、正答率が低かった。「話すこと」でできた表現も簡単には書けないことがわかった。
（中）生徒にとって、聞いて意味が分かる英単語や表現でも、「読むこと」は難しいようだ。
（小・中）全体指導で、指導者用デジタル教科書を活用しているが、学習者用デジタル教科書の効果的

な方法はどのようなものがあるだろうか。

円滑な接続方法、小中の
授業における課題、それら
の解決に向けて、熱心な協
議が行われました。

第２回：８月23日（水）〈研究会〉 場所：長浜市立西中学校

第３回：10月２日（月）〈公開授業および研究会〉場所：長浜市立長浜小学校 授業者：〇〇 〇〇 教諭

第４回：11月６日（月）〈公開授業および研究会〉場所：長浜市立西中学校 授業者：〇〇 〇〇 教諭

今後の日程

第４回については、県内の外国語担当教員と研究推進委員（高等学校）を対象に公開
授業および研究会を実施します。詳細は後日お知らせします。ぜひ御参加ください。

〇小・中・高等学校を通じて生徒に付けたい力を明確にした系統的な授業デザインを研究するために
「英語発信力育成事業」を実施します。
〇中学校区（小・中学校）で研究推進委員会を設置し、グループによる校種間連携を通して、児童生
徒の英語による発信力向上に向けた授業改善と教員の指導力向上に係る研究を行います。

令和５年度研究推進委員
長浜市立西中学校区

令和５年５月29日に長浜小学校にて実施しました。

第１回推進委員会

目的

協議を踏まえて、以下の研究テーマに決定しました。


